
（一社）家畜改良事業団は「家畜人工授精事業体協議会（JAAB）」として、国内後代検定

参加種雄牛の娘牛に対し優秀種雌牛顕彰基準（生涯乳量 5 万キロ以上、体型得点 85 点以上

の検定牛）を設け、優秀な検定雌牛として記念の楯を贈呈させていただいております。この

度、長崎県立島原農業高等学校で供用されている雌牛が表彰該当牛となり、盾の贈呈に伺い

ました。 

対象牛は「エス エー クレイタス レガシー スパーク サラ」号（以下“サラ号”）で、

「ジレツト テイ―ウエーブ スパークリング」号（JP3H53999）の娘牛です。5 産 乳量

51,521kg 体型得点 90 点での受賞となりました。 

島原農業高校 畜産部は現在 2 年生 1 名、1 年生 5 名で活動されています。R 元年度、日

本ホルスタイン協会主催の乳群体型審査検定では10～29頭クラスで都府県１位を獲得する

など素晴らしい実績をあげています。普段の飼養管理は、「健康で長持ちし、扱いやすい牛」

をモットーにしており、年間泌乳量を抑えて牛への負担を少なくしているそうです。実際に

サラ号もこれまでケガもなく健康とのこと。また取材中も終始おとなしく、普段から学生の

皆さんが愛情をもって接し、一頭一頭細かな管理を実践していることがうかがえました。さ

らにサラ号の母牛「コピア クレイタス レガシー」号は自身も EX-92 を獲得しており、

生涯 14 産中 6 頭の娘牛が EX 獲得（AI での達成、全国初）という功績を残しており、畜産

部の素晴らしい管理が代々受け継がれていることを示しています。 

 

畜産部の方々からコメントをいただきました！ 

部長 馬場 綾太さん（2 年） 

「昨年度は部員が 1 名の期間もあり大変だったが、今回受賞できたことがうれしい。今年

は部員も増えて部に活気が出ている。残り 2 年間も頑張りたい。」 

橋本 和佳奈さん（1 年） 

「はじめは興味があって入部したが、活動の中でやりがいや達成感を感じるようになり充

実している。」 

 

あらためて受賞おめでとうございます！今後も畜産の未来を背負う若者として、島原農

業高校の皆さんの益々のご活躍を応援しております！ 

  



 

 

サラ号と島原農業高校 畜産部の皆さんです。 

 

     

中躯が充実しており、まっすぐに整った強く美し

い背線をしています。座骨幅、中躯の充実が目立ち

迫力のあるボディです。特に乳頭配置は理想的です。 


